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研究成果の概要： 

 耐酸性、特に低リン耐性が強く、亜熱帯域での生育量も大きいカバークロップとして利用可

能なマメ科植物として冬季にはヘアリーベッチが、夏季にはシカクマメおよびラッカセイが有

望であることを明らかにした。なお、シカクマメやラッカセイは食用作物としても有望であり、

食料事情の悪い熱帯域の国や地域における収穫残渣の有機物としての施用による土壌肥沃度の

向上も可能なマメ科植物であることが示された。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2005 年度 2,500,000 0 2,500,000 
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2008 年度 500,000 150,000 650,000 

  年度  

総 計 4,000,000 300,000 4,300,000 
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１．研究開始当初の背景 

 熱帯および亜熱帯域では、土壌に施用した

有機物の分解が早く有機物含有率の低下から

土壌の団粒構造の発達が不十分であり、エロ

ージョンによる作土層の流亡が起こりやすく

なっている。とくに沖縄地域では台風シーズ

ンを中心に、多降雨時の作土層の流亡は作物

生産上の損失だけでなく、海洋に多量の土壌

が流れ込み環境保全の観点からも問題になっ

ている。 

２．研究の目的 

 亜熱帯域に属する沖縄におけるエロージョ

ンの軽減策として、土壌有機物含有率を高め、

かつ土壌を被覆するカバークロップの効果を

検討する。 
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 カバークロップの生育量、窒素固定能、各

種養分吸収量の推移および土壌被覆状況、さ

らには土壌に還元した際の各種養分放出量や

土壌流亡軽減効果を明らかにすることは、沖

縄におけるカバークロップの利用に関する基

礎的知見を得られるだけでなく、沖縄と同様

に亜熱帯域に属する国々における作物の生産

性向上のための土壌改良や土壌流亡の軽減に

も大きく貢献しうるものであり、極めて有意

義なものである。 

 
３．研究の方法 
 ① 低リン耐性マメ科植物の検索 
 リン酸が不可給態のアルミニウム型で固
定される特徴がある赤玉土にリン酸施肥量
を異にしてリン酸欠乏区とリン酸適正区を
設け、各種マメ科植物を栽培して生育反応か
ら低リン耐性マメ科植物の検索を行った。 
 ② カバークロップとしての利用可能マ
メ科植物の選抜 
 低リン耐性が強いと考えられたマメ科植
物のうち、土壌を被覆する特徴のある匍匐性
のマメ科植物を用い、カバークロップとして
圃場を中心に栽培し、被覆率および生育量を
調査した。なお、用いた圃場は沖縄に分布す
る酸性からアルカリ性の土壌である。 
 ③ エロージョン防止効果 
 カバークロップとして有望と考えられた
数種マメ科植物を選び、人為的に傾斜をつけ
た圃場において栽培し、表面流去水量と流亡
土壌量を調査した。 
 ④ 優良根粒菌の選抜 
 沖縄に分布する各種土壌から数種マメ科
植物の優良根粒菌の単離を行った。特に、ラ
ッカセイ根粒菌については感染する根粒菌
を酸生成菌とアルカリ生成菌に分けて分離
した。 
 
４．研究成果 
 ① 低リン耐性植物の選抜 
 冬作のマメ科植物としてヘアリーベッチ
の他、レンゲ、スズメノエンドウ、カラスノ
エンドウおよび 4 種クローバ(ホワイトクロ
ーバ、レッドクローバ、ピンククローバ、ク
リムソンクローバ)の 8 種の低リン耐性を調
査した結果、ヘアリーベッチとクリムソンク
ローバで低リン耐性が最も強かった。 
 夏作のマメ科植物は、ダイズ、シカクマメ、
ムクナ、ササゲ、リョクトウ、セスバニア、
6種のクロタラリアおよび 7品種のラッカセ
イの低リン耐性を調査した。その結果、セス
バニア、ムクナ、シカクマメおよびラッカセ

イ 6品種で低リン耐性が強く、クロタラリア
は 6種とも低リン耐性が弱かった。また、ラ
ッカセイやムクナなど種子が大きく、種子中
に比較的多量のリンを含んでするものは、初
期生育時のリン要求量を種子に依存が可能
であり、低リン耐性の検定を行う場合に栽培
期間を長くする必要があることも明らかに
なり、今後のさらに詳細な低リン耐性の調査
が必要であると考えられた。 
 これらの試験結果を踏まえ、以下のカバー
クロップとしての生育量等の試験では、冬作
物としてヘアリーベッチ、夏作物としてシカ
クマメとムクナおよびラッカセイを中心に
行った。 
 ② 数種マメ科植物のカバークロップと
しての生育量、各種成分吸収量および被覆率 
 ②-1. ヘアリーベッチ 
 冬季においてもエロージョンの防止だけ
でなく、亜熱帯域では雑草防除が重要であり、
冬季のカバークロップも必要である。冬作物
として低リン耐性だけでなく、温帯域では生
育量も高いとされており、本試験で亜熱帯域
におけるヘアリーベッチの生育量等を調査
した。その結果、亜熱帯域におけるヘアリー
ベッチの生育量は、10 月から 12 月まで播種
時期を変えた場合にも冬季におけるカバー
クロップとしての土壌被覆率、雑草防除能が
高く、2月から 4月に栽培を終了した後、緑
肥としての養分供給能も十分でありカバー
クロップとして有効であることがポット試
験および圃場試験の結果から明らかになっ
た。また、傾斜圃場を用いヘアリーベッチを
栽培した場合には、ヘアリーベッチが土壌を
被覆した後の流出土壌量は著しく低下し、エ
ロージョン防止能も高いことが明らかにな
った。さらに、沖縄に分布する各種土壌での
ヘアリーベッチの生育量には有意な差が生
じることはなく、酸性からアルカリ性までの
土壌での利用可能性が示された。しかし、ヘ
アリーベッチは CN 比が低く、速やかに分解
をするため、後作物の窒素要求量の少ない生
育初期に緑肥としてのヘアリーベッチが無
機化し、後作物が吸収できない部分が溶脱す
る恐れもある。今後、ヘアリーベッチ施用後
の後作物の生育量、窒素の動態などを詳細に
調査する必要性があると考える。 
 ②-2. シカクマメ 
 シカクマメは熱帯から亜熱帯の広い地域
で若莢を野菜として利用するために栽培さ
れている食用作物である。本試験では、シカ
クマメが蔓性であり、生育量が旺盛であるこ
とを利用してカバークロップとしての利用
可能性を既にカバークロップとして利用さ
れているムクナと比較して調査した。 
 シカクマメはムクナと同程度以上の被覆
率を長期間維持し、カバークロップとして雑
草防除やエロージョン防止に有効であり、か



つ、カバークロップとして栽培した場合にも
ダイズ並みの子実収量が得られるだけでな
く、緑肥としてもムクナ以上の窒素、リン酸
を供給可能であることが明らかになった。し
かし、沖縄に分布する赤色土(国頭マージ)で
の生育量はムクナとは異なり、著しく低下す
ることが圃場試験の結果から明らかになっ
た。その原因に赤色土では、土壌硬度が高く
根の伸長が悪く、有効態リン酸も低いことか
らリン酸欠乏になったことがポット試験の
結果から考えられた。なお、シカクマメは 5
月に播種した場合、初期生育が極めて遅く、
土壌を被覆してエロージョン防止能を発揮
する間に 3ヶ月を要した。今後、初期生育が
遅いことを考慮した播種時期や播種密度な
ど詳細な調査を行うとともに、カバークロッ
プや緑肥以外に本来の食用作物としての収
量も高くできるような作付について検討し、
実際のエロージョン防止能について調査を
行う必要はあるが、シカクマメは今後有望な
マメ科植物であるといえる。 
 ②-3. ラッカセイ 
 ラッカセイは世界各地で栽培されている
重要な作物であり、耐乾性、耐暑性、耐酸性
に優れているマメ科作物である。本試験では
シカクマメと同様に、子実生産が可能なカバ
ークロップや緑肥としての利用性を 7品種の
ラッカセイを用いて調査した。 
 用いたラッカセイのうち匍匐型のものは
千葉 43 号、サウスイーストランナーおよび
オキナワサンの 3品種であり、カバークロッ
プとして利用性が高いと考えられた。また、
匍匐性でない品種も播種密度を高めること
でカバークロップとして利用可能と思われ
る。そのため、草型にかかわらず酸性土壌に
おける作物生育の制限因子であるリン酸欠
乏に対する生育反応を調査した。その結果、
オキナワサンでは低リン耐性がやや弱かっ
たが、いずれも強い耐性を示した。しかし、
ラッカセイ種子には多量のリンが含まれて
おり、栽培期間の長いラッカセイの低リン耐
性にはさらなる調査が必要である。また、亜
熱帯域の沖縄では南方系とされる品種だけ
でなく、温帯域用に育種された品種も含め生
育量は大きかったが、子実生産量は秋季から
冬季にかけての気温が高く、茎葉過繁茂状態
になり温帯域でのものに比べて低下する傾
向が見られた。なお、ラッカセイをカバーク
ロップとして傾斜圃場に 5月に播種して栽培
したときには、ラッカセイが土壌を被覆した
8 月以降にエロージョン防止効果が認められ、
カバークロップとしての有効性が明らかで
あった。 
 シカクマメと同様にラッカセイも、子実生
産量も高く維持しつつ、カバークロップや緑
肥としての高い効果が得られるような作付
を検討することで、エロージョンだけでなく

土壌の肥沃度の増進にも有益な作物として
今後さらに調査を継続する必要のあるマメ
科植物と考えられる。 
 ③ 沖縄土壌からの根粒菌の単離 
 沖縄には様々な土壌が存在している。それ
ら土壌から根粒菌を単離した報告はあまり
多くない。本試験では、シカクマメとラッカ
セイの根粒菌を中心に単離を試みた。 
 シカクマメの根粒菌は、酸性の赤色土(国
頭マージ)からは単離できず、中性の暗赤色
土(島尻マージ)、アルカリ性の灰色台地土か
らのみであった。この原因にはシカクマメの
根粒菌がアルカリ生産菌であるためとも思
われるが、供試した土壌を増やしてさらに調
査をする必要がある。また、根粒菌が単離で
きなかった土壌におけるシカクマメの生育
が著しく低下した原因に、土壌の物理性と化
学性だけでなく、根粒菌密度が極めて低かっ
たこともその一因として考えられる。 
 ラッカセイの根粒菌はこれまでアルカリ
生成菌とされてきたが、琉球列島の沖縄島、
久米島、宮古島、石垣島の各種土壌から単離
した根粒菌はアルカリ生成菌だけでなく、酸
生成菌も多くラッカセイと根粒菌の宿主特
異性の弱いことが示された。また、これら単
離した根粒菌の感染能や窒素固定能につい
ては今後調査を行うが、酸生成菌が多く単離
されたことから耐酸性根粒菌が得られる可
能性を秘めていると考える。 
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